
「全国学力・学習状況調査」の
結果がまとまりました

主な内容

・平成20年度「全国学力・学習状況調査」
の結果
・平成19年度東京都「児童・生徒の学力
向上を図るための調査」の結果
・セカンドスクール、プレセカンドスクール
・中学校給食が始まりました
・むさしのサイエンスフェスタ2008
・市内中学校総合体育大会の結果

⑴
目
的

①
全
国
的
な
義
務
教
育
の
機
会
均

等
と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
の

観
点
か
ら
、
各
地
域
に
お
け
る

児
童
・
生
徒
の
学
力
・
学
習
状

況
を
把
握
・
分
析
す
る
こ
と
に

よ
り
、
教
育
及
び
教
育
施
策
の

成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
そ
の

改
善
を
図
る
。

②
各
教
育
委
員
会
、
学
校
等
が
全

国
的
な
状
況
と
の
関
係
に
お
い

て
、
自
ら
の
教
育
及
び
教
育
施

策
の
成
果
と
課
題
を
把
握
し
、

そ
の
改
善
を
図
り
、
併
せ
て
児

童
・
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
改

善
や
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な

げ
る
。

⑵
実
施
時
期

平
成
20
年
４
月
22
日
㈫

⑶
調
査
の
対
象
学
年　

小
学
校
第
６
学
年
、
特
別
支
援

学
校
小
学
部
第
６
学
年
、
中
学
校

第
３
学
年
、
中
等
教
育
学
校
第
３

学
年
、
特
別
支
援
学
校
中
学
部
第

３
学
年

⑷
調
査
内
容    

①
教
科
に
関
す
る
調
査

●
主
と
し
て「
知
識
」に
関
す
る
問

題
〔
国
語
Ａ
、
算
数
・
数
学
Ａ
〕

・
身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
後

の
学
年
等
の
学
習
内
容
に
影
響

を
及
ぼ
す
内
容

・
実
生
活
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ

り
、
常
に
活
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い

知
識
・
理
解
等

●
主
と
し
て「
活
用
」に
関
す
る
問

題
〔
国
語
Ｂ
、
算
数
・
数
学
Ｂ
〕

・
知
識
・
技
能
等
を
実
生
活
の

様
々
な
場
面
に
活
用
す
る
力　

な
ど
に
か
か
わ
る
内
容

・
様
々
な
問
題
解
決
の
た
め
の
構

想
を
立
て
実
践
し
、
評
価
、
改

善
す
る
力
な
ど
に
か
か
わ
る
内

容
等

②
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
に
関
す

る
質
問
紙
調
査

●
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
調
査    

学
習
意
欲
、
学
習
方
法
、
学

習
環
境
、
生
活
の
諸
側
面
等
に

関
す
る
調
査

●
学
校
に
対
す
る
調
査

指
導
方
法
に
関
す
る
取
組
や

人
的
・
物
的
な
教
育
条
件
の
整

備
の
状
況
等
に
関
す
る
調
査

全
国
的
な
状
況
に
つ
い
て
、文
部
科
学
省
で
は
、今

回
出
題
し
て
い
る
学
習
内
容
に
関
し
て
、
知
識
・
技

能
の
定
着
に
一
部
課
題
が
見
ら
れ
、
知
識
・
技
能
を

活
用
す
る
力
に
課
題
が
あ
る
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

ま
た
同
省
で
は
、20
年
度
調
査
は
、19
年
度
と
比
べ

や
や
難
し
い
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
各
教
科
の
平
均

正
答
率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
過
去
の
調
査
と

同
一
の
問
題
の
正
答
状
況
等
を
踏
ま
え
る
と
、
学
力

が
低
下
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

武
蔵
野
市
で
は
、
小
６
と
中
３
の
国
語
Ａ
及
び
小

６
の
算
数
Ａ
に
つ
い
て
は
、
平
均
正
答
率
が
75
％

を
上
回
っ
て
お
り
、
相
当
数
の
児
童
・
生
徒
が
今
回

出
題
し
て
い
る
学
習
内
容
を
概
ね
理
解
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
「
知
識
」
問
題
及
び
Ｂ

「
活
用
」
問
題
と
も
に
、
全
国
や
東
京
都
の
平
均
正

答
率
を
４
〜
12
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
の
結
果
と
同
様
な
傾
向
が
見
ら
れ

て
お
り
、Ｂ
「
活
用
」
問
題
に
つ
い
て
は
、Ａ
「
知
識
」

問
題
の
平
均
正
答
率
を
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
下
回
っ
て

お
り
、「
活
用
」
能
力
の
育
成
に
課
題
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
学
校
の
取
組
と
対
応

①
「
教
科
に
関
す
る
調
査
」
結
果

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自

校
の
学
習
指
導
上
の
課
題
と
指

導
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
を
明
ら
か

に
し
て
、
２
学
期
以
降
の
授
業

の
充
実
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
知
識
・
技
能
を
実

生
活
の
様
々
な
場
面
に「
活
用
」

す
る
力
を
伸
ば
す
た
め
の
具
体

的
な
指
導
の
手
立
て
を
明
ら
か

に
し
て
い
き
ま
す
。

②
「
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
質
問

紙
調
査
」
結
果
を
分
析
す
る
こ

と
に
よ
り
、
学
習
や
生
活
に
関

す
る
本
市
の
子
ど
も
た
ち
の
意

識
や
行
動
の
実
態
を
把
握
し
、

家
庭
と
連
携
し
た
望
ま
し
い
学

習
習
慣
や
生
活
習
慣
の
育
成
を

図
り
ま
す
。

③
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
学
習

上
の
つ
ま
ず
き
や
課
題
を
把
握

し
、
個
別
の
学
習
相
談
の
機
会

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

放
課
後
や
土
曜
日
等
の
「
学
習

支
援
教
室
」
の
一
層
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

④
授
業
公
開
や
保
護
者
会
等
の
機

会
を
通
し
て
、
自
校
の
授
業
改

善
の
取
組
状
況
に
関
す
る
情
報

発
信
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
保

護
者
等
へ
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト

を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
よ
い
授
業
づ
く
り
に
向
け
て

保
護
者
の
方
の
意
見
集
約
に
努

め
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
の
取
組

①
「
教
科
に
関
す
る
調
査
」
結
果

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

立
小
中
学
校
に
お
け
る
学
習
指

導
の
成
果
と
課
題
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
各
教
科
に
お

け
る
指
導
上
の
改
善
事
項
を
ま

と
め
、
学
校
訪
問
や
授
業
力
向

上
に
向
け
た
研
修
会
等
で
適
切

な
指
導
・
助
言
に
努
め
ま
す
。

②
「
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
質
問

紙
調
査
」
結
果
を
分
析
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
立
小
中
学
校
の

子
ど
も
た
ち
の
意
識
や
行
動
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
望
ま
し

い
学
習
習
慣
や
生
活
習
慣
を
育

成
す
る
た
め
の
、
本
市
の
取
組

の
視
点
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

③
「
学
習
指
導
員
や
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」
の
一
層
の

活
用
を
図
り
、
理
解
や
習
熟
の

程
度
に
応
じ
た
少
人
数
指
導
や

課
題
別
指
導
等
の
指
導
方
法
の

工
夫
・
改
善
を
図
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
基
礎
的
・
基
本
的

な
学
習
内
容
の
一
層
の
定
着
と

習
熟
を
図
る
と
と
も
に
、児
童
・

生
徒
が
知
識
・
技
能
を
活
用
す

る
能
力
や
態
度
の
育
成
を
図
り

ま
す
。

④
教
育
委
員
会
の
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
教
育
委
員
会
主

催
の
「
む
さ
し
の
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
」　
「
授
業
研
究
リ
ー
ダ
ー

研
修
報
告
会
」
等
の
機
会
を
通

し
て
、
本
市
の
学
力
向
上
の
取

組
の
成
果
な
ど
に
つ
い
て
、
保

護
者
や
市
民
の
方
々
へ
の
積
極

的
な
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

平成
20年度

小学校第６学年

教 科 名 武蔵野市 東京都（公立） 全国（公立）
国　語　Ａ 76.4 68.5 65.4
国　語　Ｂ 61.7 54.1 50.5
算数・数学Ａ 79.0 74.2 72.2
算数・数学Ｂ 62.2 55.7 51.6

中学校第３学年

教 科 名 武蔵野市 東京都（公立） 全国（公立）
国　語　Ａ 79.3 73.5 73.6
国　語　Ｂ 68.8 61.4 60.8
算数・数学Ａ 74.7 62.6 63.1
算数・数学Ｂ 58.9 48.9 49.2

調
査
結
果
の
概
要

2
調
査
の
概
要

1

調
査
結
果
を
受
け
た
今
後
の
対
応

3

［1］平成20年12月15日発行 第107号きょういく武蔵野

発行 ■ 武蔵野市教育委員会　　　編集 ■ 教育企画課　☎0422-60-1894　〒180-8777 武蔵野市緑町2-2-28　http://www.city.musashino.lg.jp/cms/kyouiku/index.html



武
蔵
野
市
は
、
小
学
校
５
年
生
と
中
学
校
２

年
生
の
い
ず
れ
も
、
全
体
の
平
均
正
答
率
は

都
の
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
各
観
点
別
に
見

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
東
京
都
の
平
均
を
概
ね
２
ポ

イ
ン
ト
か
ら
７
ポ
イ
ン
ト
程
度
上
回
っ
て
い
ま

す
。特

に
、
小
学
校
５
年
生
の
「
問
題
を
発
見

す
る
力
」
と
「
表
現
す
る
力
」、
ま
た
、
中
学

校
２
年
生
の
「
問
題
を
発
見
す
る
力
」
と
「
意

思
決
定
す
る
力
」
に
つ
い
て
は
平
均
正
答
率
が

80
％
を
上
回
っ
て
お
り
、
か
な
り
良
好
な
結
果

で
す
。

一
方
、
中
学
校
２
年
生
の
「
見
通
す
力
」
に

つ
い
て
は
、
都
と
同
様
に
、
平
均
正
答
率
が

20
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
題
意
を
読
み
取
り
、

情
報
を
分
か
り
や
す
く
整
理
す
る
力
に
関
し

て
、
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
今

後
、
与
え
ら
れ
た
情
報
を
適
切
に
整
理
し
な
が

ら
問
題
解
決
を
行
う
よ
う
な
指
導
を
意
図
的
・

計
画
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑴
調
査
の
目
的

各
教
科
等
で
身
に
付
け
た
知
識
や
技

能
、
思
考
力
や
判
断
力
等
を
相
互
に
関
連

付
け
、
日
常
生
活
や
学
校
生
活
な
ど
に
お

け
る
問
題
場
面
に
お
い
て
総
合
的
に
働
く

か
ど
う
か
、
そ
の
実
現
状
況
を
把
握
し
、

指
導
方
法
の
改
善
・
充
実
に
生
か
す
。

⑵
実
施
時
期

平
成
20
年
1
月
17
日
㈭

⑶
実
施
教
科
等

ア　

学
習
に
関
す
る
意
識
調
査（
※
全
員
）

イ　
「
確
か
な
学
力
」
の
伸
長
を
図
る
た

め
の
調
査
（
※
全
員
）

・
小
学
校
第
５
学
年
、
中
学
校
第
２
学

年
‥
‥
問
題
解
決
能
力
等

ウ　
「
確
か
な
学
力
」の
定
着
を
図
る
た
め

の
調
査
（
※
抽
出
）

・
小
学
校
第
４
学
年
‥
‥
国
語
、
算
数

の
基
礎
的
・
基
本
的
な
事
項

・
中
学
校
第
１
学
年
‥
‥
国
語
、算
数
・

数
学
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
事
項

⑷
調
査
対
象

都
内
公
立
小
学
校
５
年
生

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

１
３
２
３
校

（
８
万
９
千
256
名　

う
ち
市
内
児
童
884
名)

都
内
公
立
中
学
校
２
年
生

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

６
３
４
校

（
６
万
７
千
342
名　

う
ち
市
内
生
徒
567
名)

【問題の概要】
かずやさんたちのグループは、林間

学校の飯ごうすいさんのときにカレーラ
イスを作ることになりました。カレー
ルーの箱には次のように4皿分の材料が
書かれていました。8皿分のカレーを作
る時に200㎖の計量カップで水を何カッ
プ量ってなべに入れればよいのでしょう
か。正しいものを次の①から④までの中
から一つ選び、番号で答えましょう。

① 3カップ　　　② 6カップ
③ 8カップ　　　④ 12カップ

【問題解決の場面】
〔評価の観点：適用・応用する力〕
算数科で学習した、数量の関係を式で表すことや乗法・除法の計算

を用いて、料理を作る時の材料の量について考え、問題を解決する。

【結果】 （％）

１ ２（正答） ３ ４ その他 無解答
東京都 6.7 77.2 4.8 6.5 4.5 0.4 
武蔵野市 4.9 82.7 4.8 4.1 3.1 0.6

【課題】
概ね良好ですが、複数の情報を比べて読み取ることが苦手な児童も一
部に見られます。

【授業改善のポイント】
①児童が複数の情報を比較しながら読み取る活動の充実を図ります。
②設定する問題の意義について吟味・検討する活動の充実を図ります。

【問題の概要】
２年生は明日、Ａ公園で校外学習を行い
ます。午前中の班行動の後、正午には各組
の集合場所に集まります。そのときの集合
隊形については、各組で学級委員が説明し
ます。あなたが１組で説明するとしたら、
どのように説明しますか。右の《１組の集
合隊形》の図をもとにして、下の《説明の
内容》の〔　〕に当てはまる最も適切な言
葉を、30字以上、50字以内で書きなさい。
なお、「、」や「。」などもそれぞれ字数に数
えます。

《説明の内容》「それでは、集合隊形」を説明します。
ログハウスを正面にして、〔　　　　　　　　　　〕」

【問題解決の場面】
〔評価の観点：表現する力〕
校外学習の集合隊形について説明する場面において、図から内容等の情
報を読み取り、思考力を働かせて情報を処理して適切に表現し、問題を解
決する。

【結果】  （％） 

正答 １班が右側であるこ
とが不十分なもの

班の順番で並ぶこと
が不十分なもの

班長等の位置が
不十分なもの

字数が 30 字未
満のもの その他 無解答

東京都 62.0 1.3 10.4 17.4 1.0 1.9 5.9
武蔵野市  68.1   1.2  9.7  14.8  0.7 1.9 3.5

【課題】 複数の情報を的確に読み取り表現することに課題があります。

【授業改善のポイント】
①非言語的な情報から内容を的確に読み取る指導の充実を図ります。
②相手や目的に応じて効果的に表現する活動の充実を図ります。

小学校第 5学年 中学校第 2学年

評価の観点 武蔵野市 東京都 武蔵野市 東京都

問題を発見する力 82.7 77.2 83.6 81.9
見通す力 62.0 54.9 19.6 16.6
適用・応用する力 60.5 52.7 57.8 53.3
意思決定する力 65.0 58.3 83.2 79.2
表現する力 83.1 77.2 68.1 62.0
全　　　体 66.9 59.8 60.4 56.3

（平均正答率：％）

「
確
か
な
学
力
」の
伸
長
を
図
る
た
め
の
調
査
結
果
の
概
要

2
調
査
の
概
要

1

東
京
都
の
調
査
問
題
か
ら

3●小学校第５学年●中学校第２学年

平成19年度　東京都

「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の結果について
小学校5年生、中学校2年生を対象に、東京都教育委員会による平成19年度「児童・生徒の学力向上を図るための調査」を実施しました。
調査の内容と結果の概要を紹介し、調査問題の具体例をもとに今後の課題や授業改善のポイントをお伝えします。

平成20年12月15日発行［2］きょういく武蔵野きょういく武蔵野きょういく武蔵野きょういく武蔵野きょういく武蔵野



11月から第二中学校で中学校給食が始ま
りました。今後、来年１月から第一中学校と
段階的に開始し、平成22年度までに全６校
で実施していきます。

中学校給食はこんな給食です。

給食か弁当を選べる選択制で、選択期間
は１ヵ月単位になります。給食の調理は桜堤
調理場が担当し、中学生の量にあわせ、小学
校の給食より１品多い献立を提供します。今
まで小学校給食で作ってきた、旬の食材をと
りいれた献立、素材からの手づくり調理、化
学調味料を使わない本物の味を大切にしなが
ら、中学生向きのメニューを取り入れたおい

しい給食作りをしていきます。
給食に使う、食器や白衣、配膳ワゴンも、
中学校用のものになります。食器は、ひとま
わり大きいお椀が増え４種類の食器を使いま
す。新しいデザインは、中学校６校の生徒会
代表とデザイナーとで検討した、オリジナル
デザインです。箸やスプーン、フォークも小
学校よりひとまわり大きいものになりました。
また、白衣も生徒会の代表と検討し、エプロ
ンタイプのものを選定しました。

学校の耐震補強工事を学校の耐震補強工事を学校の耐震補強工事を学校の耐震補強工事を学校の耐震補強工事を学校の耐震補強工事を学校の耐震補強工事を学校の耐震補強工事を学校の耐震補強工事を学校の耐震補強工事を学校の耐震補強工事を学校の耐震補強工事を

実施しました実施しました実施しました実施しました
市では、学校施設が児童・生徒が一日の多くの市では、学校施設が児童・生徒が一日の多くの市では、学校施設が児童・生徒が一日の多くの市では、学校施設が児童・生徒が一日の多くの市では、学校施設が児童・生徒が一日の多くの市では、学校施設が児童・生徒が一日の多くの市では、学校施設が児童・生徒が一日の多くの市では、学校施設が児童・生徒が一日の多くの

時間を過ごす学習・生活の大切な場であり、また、時間を過ごす学習・生活の大切な場であり、また、時間を過ごす学習・生活の大切な場であり、また、時間を過ごす学習・生活の大切な場であり、また、時間を過ごす学習・生活の大切な場であり、また、時間を過ごす学習・生活の大切な場であり、また、時間を過ごす学習・生活の大切な場であり、また、時間を過ごす学習・生活の大切な場であり、また、
防災拠点としての位置づけもあることから、優先防災拠点としての位置づけもあることから、優先防災拠点としての位置づけもあることから、優先防災拠点としての位置づけもあることから、優先防災拠点としての位置づけもあることから、優先防災拠点としての位置づけもあることから、優先防災拠点としての位置づけもあることから、優先防災拠点としての位置づけもあることから、優先防災拠点としての位置づけもあることから、優先防災拠点としての位置づけもあることから、優先防災拠点としての位置づけもあることから、優先防災拠点としての位置づけもあることから、優先防災拠点としての位置づけもあることから、優先防災拠点としての位置づけもあることから、優先防災拠点としての位置づけもあることから、優先防災拠点としての位置づけもあることから、優先
して耐震化に取り組んできました。して耐震化に取り組んできました。して耐震化に取り組んできました。して耐震化に取り組んできました。して耐震化に取り組んできました。して耐震化に取り組んできました。
すでに18年度までに２期に分けて必要な耐震補すでに18年度までに２期に分けて必要な耐震補すでに18年度までに２期に分けて必要な耐震補すでに18年度までに２期に分けて必要な耐震補すでに18年度までに２期に分けて必要な耐震補すでに18年度までに２期に分けて必要な耐震補すでに18年度までに２期に分けて必要な耐震補すでに18年度までに２期に分けて必要な耐震補

強工事を行ってきましたが、耐震性能基準の見直強工事を行ってきましたが、耐震性能基準の見直強工事を行ってきましたが、耐震性能基準の見直強工事を行ってきましたが、耐震性能基準の見直強工事を行ってきましたが、耐震性能基準の見直強工事を行ってきましたが、耐震性能基準の見直強工事を行ってきましたが、耐震性能基準の見直強工事を行ってきましたが、耐震性能基準の見直
しにともない、改めて耐震診断を行い、耐震補強しにともない、改めて耐震診断を行い、耐震補強しにともない、改めて耐震診断を行い、耐震補強しにともない、改めて耐震診断を行い、耐震補強しにともない、改めて耐震診断を行い、耐震補強しにともない、改めて耐震診断を行い、耐震補強しにともない、改めて耐震診断を行い、耐震補強しにともない、改めて耐震診断を行い、耐震補強
工事が必要になった学校施設について20年度より工事が必要になった学校施設について20年度より工事が必要になった学校施設について20年度より工事が必要になった学校施設について20年度より工事が必要になった学校施設について20年度より工事が必要になった学校施設について20年度より工事が必要になった学校施設について20年度より工事が必要になった学校施設について20年度より工事が必要になった学校施設について20年度より工事が必要になった学校施設について20年度より工事が必要になった学校施設について20年度より工事が必要になった学校施設について20年度より工事が必要になった学校施設について20年度より工事が必要になった学校施設について20年度より工事が必要になった学校施設について20年度より工事が必要になった学校施設について20年度より
新たな工事を行っています。新たな工事を行っています。新たな工事を行っています。新たな工事を行っています。
工事の方法は、それぞれの状況に応じて、建物工事の方法は、それぞれの状況に応じて、建物工事の方法は、それぞれの状況に応じて、建物工事の方法は、それぞれの状況に応じて、建物工事の方法は、それぞれの状況に応じて、建物工事の方法は、それぞれの状況に応じて、建物工事の方法は、それぞれの状況に応じて、建物工事の方法は、それぞれの状況に応じて、建物

の柱や壁などの補強を行うものです。の柱や壁などの補強を行うものです。の柱や壁などの補強を行うものです。の柱や壁などの補強を行うものです。の柱や壁などの補強を行うものです。の柱や壁などの補強を行うものです。
20年度には夏休み期間を中心に、第二小学校東20年度には夏休み期間を中心に、第二小学校東20年度には夏休み期間を中心に、第二小学校東20年度には夏休み期間を中心に、第二小学校東20年度には夏休み期間を中心に、第二小学校東20年度には夏休み期間を中心に、第二小学校東20年度には夏休み期間を中心に、第二小学校東20年度には夏休み期間を中心に、第二小学校東

校舎棟・西校舎棟、第五小学校北校舎棟、第二中校舎棟・西校舎棟、第五小学校北校舎棟、第二中校舎棟・西校舎棟、第五小学校北校舎棟、第二中校舎棟・西校舎棟、第五小学校北校舎棟、第二中校舎棟・西校舎棟、第五小学校北校舎棟、第二中校舎棟・西校舎棟、第五小学校北校舎棟、第二中校舎棟・西校舎棟、第五小学校北校舎棟、第二中校舎棟・西校舎棟、第五小学校北校舎棟、第二中
学校東校舎棟・西校舎棟の耐震補強工事を実施し学校東校舎棟・西校舎棟の耐震補強工事を実施し学校東校舎棟・西校舎棟の耐震補強工事を実施し学校東校舎棟・西校舎棟の耐震補強工事を実施し学校東校舎棟・西校舎棟の耐震補強工事を実施し学校東校舎棟・西校舎棟の耐震補強工事を実施し学校東校舎棟・西校舎棟の耐震補強工事を実施し学校東校舎棟・西校舎棟の耐震補強工事を実施し
ました。ました。
引き続き、21年度には、６校８校舎の耐震補強引き続き、21年度には、６校８校舎の耐震補強引き続き、21年度には、６校８校舎の耐震補強引き続き、21年度には、６校８校舎の耐震補強引き続き、21年度には、６校８校舎の耐震補強引き続き、21年度には、６校８校舎の耐震補強引き続き、21年度には、６校８校舎の耐震補強引き続き、21年度には、６校８校舎の耐震補強

工事を予定しており、21年度末までにすべての学工事を予定しており、21年度末までにすべての学工事を予定しており、21年度末までにすべての学工事を予定しており、21年度末までにすべての学工事を予定しており、21年度末までにすべての学工事を予定しており、21年度末までにすべての学工事を予定しており、21年度末までにすべての学工事を予定しており、21年度末までにすべての学
校で耐震性能基準を満たすことになります。校で耐震性能基準を満たすことになります。校で耐震性能基準を満たすことになります。校で耐震性能基準を満たすことになります。校で耐震性能基準を満たすことになります。校で耐震性能基準を満たすことになります。

第
一
小
学
校

《
魚
沼
の
豊
か
な
自
然
と

人
々
の
温
か
さ
を
感
じ
て
》

新
潟
県
魚
沼
市

９
月
25
日
㈭
〜
10
月
２
日
㈭

（
７
泊
８
日
）

　

今
年
度
か
ら
新
潟
県
魚
沼
市
に
学
び

の
場
を
移
し
ま
し
た
。
豪
雪
地
帯
の
こ

の
地
は
、
冬
は
ス
キ
ー
場
と
し
て
、
そ

の
ほ
か
の
季
節
は
、
豊
富
な
水
を
活
か

し
稲
作
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
、
こ
の
田
園
風
景
の
中
に
分
宿

し
、
仲
間
や
第
二
の
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
と
と
も
に
８
日
間
の
生
活
を
送
り
ま

し
た
。

■
農
業
体
験

　

宿
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

稲
刈
り
、
は
さ
ぎ
掛
け
、
脱
穀
、
も
み

す
り
、
精
米
を
し
ま
し
た
。
初
め
て
体

験
す
る
子
ど
も
た
ち
が
多
く
、
一
つ
一

つ
の
作
業
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
し

た
。
社
会
科
で
学
習
し
た
「
稲
作
農
家

の
苦
労
」
の
一
部
を
体
験
し
た
り
、
単

位
面
積
あ
た
り
に
生
産
さ
れ
る
量
を
実

感
し
た
り
し
て
、
お
米
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
漁
業
体
験

　

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
地
引
網
を

し
ま
し
た
が
、
捕
れ
た
魚
は
わ
ず
か
で

し
た
。
漁
業
は
天
候
や
環
境
に
左
右
さ

れ
る
厳
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
漁
師

さ
ん
か
ら
日
本
海
で
と
れ
る
様
々
な
魚

介
類
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

寺
泊
港
市
場
で
せ
り
が
始
ま
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
そ
こ
で
働
く
人
の
声
の

大
き
さ
、
駆
け
引
き
や
市
場
の
厳
粛
な

雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

■
課
題
別
学
習

　
「
米
、
自
然
、
水
、
人
と
暮
ら
し
、

歴
史
、
産
業
」
の
６
つ
の
テ
ー
マ
に

分
か
れ
て
学
習
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち

は
、
現
地
の
方
に
尋
ね
た
り
、
現
場
を

訪
れ
た
り
し
て
、
事
前
の
学
習
内
容
を

深
め
ま
し
た
。

第
四
小
学
校

《
戸
狩
の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
て
》

長
野
県
飯
山
市
戸
狩

6
月
6
日
㈮
〜
13
日
㈮

（
７
泊
８
日
）

■
農
業
体
験
（
田
植
え
）

　

自
ら
の
食
に
つ
い
て
考
え
る
習
慣
や

知
識
を
身
に
付
け
る
「
食
育
」
の
観
点

も
踏
ま
え
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
達
は
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
充
実

感
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で
し
た
。

■
林
業
体
験

　

環
境
教
育
も
踏
ま
え
て
森
林
保
護
に

力
を
入
れ
た
体
験
と
し
て
間
伐
体
験
を

実
施
し
ま
し
た
。

■
民
宿
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い

　
「
お
父
さ
ん
」「
お
母
さ
ん
」
と
呼
ん

で
、
本
当
の
家
族
の
よ
う
に
接
し
て
き

た
民
宿
の
方
々
。
ど
う
し
て
も
別
れ
は

つ
ら
い
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
こ

と
が
子
ど
も
達
を
大
き
く
成
長
さ
せ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

関
前
南
小
学
校

《
東
京
の
な
か
の
自
然
と
く
ら
し
》

東
京
都
檜
原
村

９
月
17
日
㈬
〜
19
日
㈮

（
２
泊
３
日
）

　

４
年
生
対
象
の
プ
レ
セ
カ
ン
ド
ス

ク
ー
ル
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動

を
通
し
て
、
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
や
そ

こ
に
生
き
る
人
々
の
暮
ら
し
を
知
り
、

さ
ら
に
集
団
生
活
で
友
達
と
協
力
し
合

う
大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

■
水
生
昆
虫
観
察

　

秋
川
上
流
の
清
流
に
棲
む
昆
虫
に
つ

い
て
現
地
講
師
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
そ
れ
を
生
か
し
て
実
際
に
探
し
、

つ
か
ま
え
、
武
蔵
野
で
は
見
ら
れ
な
い

昆
虫
の
生
態
を
学
び
ま
し
た
。
虫
嫌
い

な
ど
と
言
っ
て
い
た
子
ど
も
も
、
喜
々

と
し
て
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

■
林
業
体
験

　

林
業
に
か
か
わ
る
方
か
ら
山
を
守
る

苦
労
や
喜
び
を
聞
き
、
そ
の
後
杉
林
で

下
草
刈
り
や
除
伐
を
行
い
、
ほ
ん
の
少

し
で
す
が
そ
の
大
変
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

製
材
所
で
は
、
丸
い
木
が
角
材
や

板
に
な
っ
て
い
く
過
程
を
見
学
し
ま

し
た
。

■
都
民
の
森
ハ
イ
キ
ン
グ

　

雨
天
の
た
め
、
三
頭
山
ハ
イ
キ
ン
グ

は
途
中
の
三
頭
大
滝
ま
で
と
し
、
講
師

か
ら
森
林
の
植
生
の
違
い
や
野
鳥
に
つ

い
て
の
話
を
聞
き
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

■
檜
原
小
と
の
交
流

　

檜
原
小
の
４
年
生
と
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
、
払
沢
の
滝
見
学
や
、
全
員
ド
ッ

ヂ
ボ
ー
ル
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
同

じ
東
京
都
で
も
地
域
に
よ
り
学
校
規
模

等
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

地引網を体験

間伐の様子

清流には様々な昆虫が

［3］第107号 きょういく武蔵野



図書館運営委員会において、図書館
のあり方について協議いただいてまい
りましたが、この度提言がまとまり、
教育委員会に提出されました。詳しく
は図書館ホームページ、
または各図書館で配布
している報告書を
ご覧ください。

これからの
図書館のあり方について

定
例
会
を
３
回
開
催
し
ま
し
た
。
主
な
議

決
事
項
、
協
議
事
項
、
報
告
事
項
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
議
決
事
項
：
教
育
委
員
長
・
教
育
委
員
長

職
務
代
理
者
の
互
選
、
教
育
長
の
任
命
、

武
蔵
野
市
文
化
財
保
護
委
員
の
選
任
。

●
協
議
事
項
：
境
幼
稚
園
の
園
児
募
集
等
に

つ
い
て
。

●
報
告
事
項
：
平
成
21
年
度
学
校
裁
量
予
算

編
成
、
武
蔵
野
地
域
五
大
学
共
同
講
演
会

の
開
催
、
武
蔵
野
市
教
育
基
本
計
画
（
仮

称
）
策
定
委
員
会
の
設
置
、
武
蔵
野
プ

レ
イ
ス
（
仮
称
）
の
建
設
着
工
に
伴
う
施

設
名
称
の
公
募
等
に
つ
い
て
、
武
蔵
野
市

学
校
給
食
運
営
検
討
委
員
会
の
検
討
の
経

過
、
武
蔵
野
市
に
お
け
る
学
校
給
食
の
安

全
性
に
つ
い
て
、
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
の

実
施
状
況
。

９
月
と
11
月
に
月
例
会
を
行
い
、
来
年
度

の
「
生
涯
学
習
計
画
」
策
定
に
向
け
て
、「
生

涯
学
習
市
民
意
識
調
査
」
や
地
域
と
の
連
携

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
に
は
東
京
都
市
町
村
社
会

教
育
委
員
連
絡
協
議
会
の
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

や
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
で
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
の
た
め
の
地
域
教
育
会
議
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
会
場
で
あ
る
東
京
農
工
大
学
の
施
設
の

視
察
が
あ
り
ま
し
た
。

身
近
な
実
験
や
観
察
等
を
と
お
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
科
学
の
不
思
議
さ
・
面
白
さ
を
体
験
し
、
理
科

へ
の
関
心
や
学
ぶ
意
欲
を
高
め
て
く
れ
る
よ
う
、
10

月
18
日
㈯
に
市
立
大
野
田
小
学
校
の
体
育
館
と
校
庭

で
「
む
さ
し
の
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
内
の
小
中
学
生
や
先
生
方
、
大
学

や
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
り
38
の
実
験

ブ
ー
ス
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
や
家
族
連
れ
等
の
来
場
者
や
出
展

者
を
含
め
８
５
３
名

が
参
加
し
、
ド
ラ
イ

ア
イ
ス
や
炭
を
使
っ

た
実
験
等
を
実
際
に

体
験
し
た
り
、
火
薬

ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射
を

間
近
に
見
た
り
し
な

が
ら
、
目
を
輝
か
せ

て
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

優　　勝 二　　位 三　　位

バスケットボール
男 成蹊中学校 第二中学校 第六中学校
女 第六中学校 第二中学校 第三中学校

バレーボール 女 成蹊中学校 藤村女子中学校 第二中学校

バドミントン
男 シ 聖徳学園中学校 第三中学校

女
2団 第三中学校 第一中学校 第四中学校
1団 第三中学校 第一中学校 第四中学校

卓　球
男 団 第三中学校Ａ 第三中学校Ｂ 成蹊中学校Ａ
女 団 武蔵野女子学院中学校Ａ 武蔵野女子学院中学校Ｂ 第三中学校

剣道（個人戦）
男 3年 第六中学校 成蹊中学校 聖徳学園中学校

聖徳学園中学校
女 3年 第二中学校 成蹊中学校

ソフトボール 女 藤村女子中学校 吉祥女子中学校
野　球 男 成蹊中学校 第一中学校 聖徳学園中学校

ソフトテニス
男 第一中学校 成蹊中学校Ｂ

女 第四中学校Ａ 第四中学校Ｂ 第六中学校Ａ
成蹊中学校Ａ

水　泳
男 成蹊中学校 第四中学校 法政大学中学校
女 第四中学校 成蹊中学校 聖徳学園中学校

サッカー 男 成蹊中学校 聖徳学園中学校 第三中学校
市内中学校
陸上競技大会

男 第六中学校 第三中学校 第四中学校
女 第六中学校 武蔵野女子学院中学校 第四中学校

テニス
男 成蹊中学校Ａ 成蹊中学校Ｂ
女 成蹊中学校 第二中学校 吉祥女子中学校

団：団体戦
ダ：ダブルス
シ：シングルス

平成20年度

市 内 中 学 校
総合体育大会

の結果

む
さ
し
の

サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ

教育委員１名が新任、３名が再任され

ました。

市の５人の教育委員のうち４人の任期

満了に伴い、市議会の同意を得て委員の

任命が行われました。

見城武秀さんが新しく任命され、栃折

暢子さんとみなみらんぼうさん、山上美弘さんの３人が再任されました。

見城武秀さんは、市社会教育委員や市ＮＰＯ活動促進基本計画策定委員など

を務められ、現在、成蹊大学文学部に准教授として勤務されています。

また、新委員長に栃折暢子さんが選出され、教育長に山上美弘さんが再任さ

れました。

 入園を希望される方の申し込みをお待ちしています。

入園資格：平成16年4月2日～平成17年4月1日生まれ。境1～5丁目、桜堤1～3
丁目、関前1丁目9・10番、5丁目に保護者と同居している子ども。

申し込み：午前9時～午後5時までに申込書（同園で配布中）と住民票（保護者と子
どもが記載されたもの）を持って直接同園（境4-11-6 ☎54-1990）へ。

＊平成22年度以降について
 市の長期計画に基づき、同園を①保育機能②幼児教育機能③子育て支援機能を

果たす新しい施設とするため、園児募集は平成22年度までといたします。

2008

教
育
委
員
会
の
会
議
（
9
月
〜
11
月
）

社
会
教
育
委
員
の
会
議
（
9
月
〜
11
月
）

平成21年度 市立境幼稚園園児募集中！

教育委員の紹介

平成20年12月15日発行［4］きょういく武蔵野第107号


